















会発行の原料生薬使用量等調査報告書 1 によると，平成 26 年度に日漢協加盟会社において使用実
績のある生薬 265種のうち，鉱物性生薬は滑石，石膏，代赭石，芒硝，牡蛎，竜骨の 6種であった．












測定機器：Rigaku社製 UltimaIV．分析条件，X線: CuKα; 電圧: 40kV; 電流: 30mA; 発散スリッ
ト: 2/3deg; 散乱スリット:2/3deg; 受光スリット: 0.3mm; 走行モード: 連続; スキャンスピード: 
1.0°/min; スキャンステップ: 0.020°．次いで，鉱物性生薬の煎液を作製した．XRDに供したものと
同じ微末 1.0 gに超純水 200 mLを加え，漢方煎じ器『文火』（栃本天海堂，100V, 350W）を用い
て，約半量になるまで煎出した．冷却後，全量が 100 mLとなるように超純水を加え，振とうした



















個人輸入代行業者のウェブサイトには，商品の形質として「ケイ酸塩類の滑石  Talcum 
depuratum を細粉にしたもの」と記載されており，産地は中国河南省とあった．購入した商品は，
半透明から白色の結晶で，手で触れると少し滑るような触感があった（図 1a）．本品の煎液を ICP-










水硫酸カルシウムで，組成はほぼ CaSO4・2H2O である」とあり，CP2015 においても同様のもの
が規定されている．石膏は少しだけ水に溶けることが知られており，過去の研究 3では，粉末にし




































図１ インターネットを介して購入した鉱物性生薬の写真（a:「滑石」, b:「石膏」, c:「牡蛎」,  
d:「竜骨」, e:「芒硝」, f:「代赭石」） 
 
表１ 各鉱物性生薬から製した煎液中のイオンならびに元素含量（ppm） 
  Cl- NO3- SO42- Al Ca K Mg Na Si 
「滑石」 2.2       5.9   2.7   1.7  
「石膏」     1.1×103   5.6×102       8.0  
「牡蛎」 20 7.9 8.0 0.86 11 1.6   12 4.2  
「竜骨」 0.66   6.9 0.45 9.9 0.58   3.1 1.8  
「芒硝」     3.7×103   3.1 0.36   1.7×103   
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図２ 各鉱物性生薬の XRDチャート（a:「滑石」, b:「石膏」, c:「牡蛎」） 
 
